
令和４年度第２回岡山県自立支援協議会強度行動障害支援部会 次第 

日 時  令和５年３月 10日（金） 

13:00～15:00 

場 所  きらめきプラザ 705号室 

１ 開  会 

２ 協議・報告 

（１）令和４年度強度行動障害実態調査の結果について 

（２）令和５年度の支援策等について 

３ そ の 他 

４ 閉  会 



氏　　名 所　　　　　属 職名 備考 出欠

石原　秀郎 （NPO法人）岡山県自閉症協会 理事長

梶谷　淳子 特別支援学校校長会 倉敷まきび支援学校長

来住　由樹 岡山県精神科医療センター 院長

横山　竜也 岡山県知的障害者福祉協会
発達障害対応

副委員長
通所施設

諏訪　利明 川崎医療福祉大学医療福祉学部 准教授

中島　洋子 まな星クリニック 院長

新谷　義和 おかやま発達障害者支援センター 所長

平松　啓生 岡山県相談支援専門員協会 理事

藤林　小百合 （一社）岡山県手をつなぐ育成会 理事

福嶋　泰儀 岡山県知的障害者福祉協会
発達障害対応

委員長
入所施設

矢吹　徹 （公社）岡山県社会福祉士会
障害者権利擁護セン
ター運営委員長

小西　一郎 岡山市保健福祉局障害福祉課 課長 代理出席

髙木　由里
岡山市岡山っ子育成局
発達障害者支援センター

所長 代理出席

月本　清治 倉敷市保健福祉局障がい福祉課 課長

小林　伸明 岡山県教育庁特別支援教育課 課長 代理出席

原田　昌樹 岡山県総務部総務学事課 課長 欠席

國富　優香 岡山県保健福祉部健康推進課 課長

坂本　洋介 岡山県保健福祉部障害福祉課 課長 事務局

※委員：五十音順（行政機関以外）

氏　　名 所　　　　　属 職名

齋藤　秀哉 岡山県 保健福祉部 障害福祉課  障害福祉サービス班 総括参事

大内　卓也 岡山県 保健福祉部 障害福祉課  福祉推進班 副参事

逢澤　芳恵 岡山県 保健福祉部 障害福祉課  障害福祉サービス班 主幹

岡野　麻衣 岡山県 保健福祉部 障害福祉課  障害福祉サービス班 主事

令和４年度第２回

岡山県自立支援協議会強度行動障害支援部会　委員名簿

（任期：令和４年３月１日～令和６年５月31日）

２　事務局（障害福祉課）

備　　考

１　委員



日時：令和５年３月１０日（金）13:00～15:00   

   会場：きらめきプラザ７０５号室　　　
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強度⾏動障害のある⽅の⼈数把握 

市町村調査及び福祉領域等各領域の調査から、2022 年 10 ⽉ 1 ⽇時点の⼈数を次のとお
り抽出した。 

項 ⽬ ⼈  数 
（１） 障害者⽀援施設 446 ⼈ 
（２） 共同⽣活援助 229 ⼈ 
（３） 在宅で重度訪問介護及び短期⼊所を利⽤ 248 ⼈ 
（４） 精神科病院（⼊院） 38 ⼈ 
（５） 特別⽀援学校 22 ⼈ 
（６） 在宅（家族のみでの⽀援） 7 ⼈ 

＜項⽬説明＞ 

（１）福祉領域調査において、障害者⽀援施設から回答のあった、強度⾏動障害のある⽅

（２）市町村調査において、共同⽣活援助の⽀給決定を受けており、重度障害者⽀援加算の算
定を受けている⽅のうち、障害⽀援区分認定調査の⾏動関連項⽬（１２項⽬）（以下、
⾏動関連項⽬という）の合計点数が１０点以上の⽅

（３）市町村調査において、次の要件に該当する⽅（重複は除いた数）
・重度訪問介護の⽀給決定を受けており、⾏動関連項⽬の合計点数が１０点以上の⽅
・短期⼊所の⽀給決定を受けており、重度障害者⽀援加算の算定を受けている⽅のうち、 

⾏動関連項⽬の合計点数が１０点以上の⽅

（４）医療領域調査において、精神科病院から回答のあった、⼊院中の強度⾏動障害のある⽅

（５）⽀援学校調査において、特別⽀援学校から回答のあった、強度⾏動障害のある児童⽣徒

（６）在宅調査において、相談⽀援専⾨員から回答のあった、在宅で家族のみで⽀援している
強度⾏動障害のある⽅

※（１）（４）（５）（６）は、過去 6 か⽉間（2022 年 4 ⽉ 1 ⽇〜2022 年 10 ⽉ 1 ⽇）に、⾏
動関連項⽬を基にした評定表で⽀援者等が判定した１０点以上の⽅



重 点 事 業 調 書 
担当部局・課名 保健福祉部障害福祉課 

重点事業の名称 強度行動障害のある人に対する支援 

第 ３ 次 

生き活き 

プ ラ ン

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造 

戦略ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑ １ 保健・医療・福祉充実プログラム 

施 策 ６ 重点障害のある人の自立と社会参加の促進 

第２期

創 生 

戦 略

基本目標 ４ 地域の活力を維持する 

対 策 ４ 地域の持続的発展のための活力の維持 

政策パッケージ ４-② 地域社会の活性化 

終期設定(年度) R7 予算区分 一般 事項名 障害者総合支援推進費、地域生活支援事業費 

現
状
、
課
題
、
必
要
性 

【現状】 

・強度行動障害とは、混乱や不安を感じていても言葉ではうまく表現できず、自傷や他害行為等が通常考えられない

頻度と形式で出現している状態として定義されており、該当者は事業所での受入れ困難や、受入れ後の不適切な支

援により虐待につながる恐れが懸念されている。(県内の強度行動障害のある人：388人 R1) 

・一方で、支援によって他害などの危険を伴う行動の回数が減少するなどの支援の有効性も報告されており、施設に

おける適切な支援が可能な体制整備が重要である。 

【課題・必要性】 

・県内の福祉施設等への調査や関係団体からの意見等から、強度行動障害のある人に関わる支援者が多くの困難や負

担を感じながら支援にあたっている実態が明らかとなっており、支援者からは効果的な支援ノウハウの提供や支援

技術のスキルアップを望む声が寄せられている。 

・こうした課題を解決し、支援者の負担軽減等を図ることが、強度行動障害のある人の支援の充実につながると考え

られる。 

事
業
内
容

１ 強度行動障害への支援体制整備事業《8,628千円》 

 (１)新規強度行動障害への理解促進事業《300千円》 

  ・強度行動障害のある人の理解促進を図るため、県民や関係者を対象としたシンポジウム等を開催 

(２)強度行動障害に関わる支援者等への支援事業 《8,328千円》 

・受入れ事業所等の支援力向上を図るため、強度行動障害支援者養成研修修了者に対するフォローアップ研修

等を行うとともに、スーパーバイザーの施設、病院、在宅、学校等への派遣コンサルテーション等を実施 

①強度行動障害支援者養成研修《1,028千円》 

 ・強度行動障害のある人に対する適切な支援を行う者を養成する法定研修を実施 

②新規支援者等の資質向上研修《800千円》 

・強度行動障害支援者養成研修（法定研修）修了後の施設職員等を対象に、事例検討等により現場での対応力 

を高めるための研修を実施 

・事業所としての支援方針や環境整備等に関与する役職者を対象に、体制整備や環境整備に係る研修を実施 

③新規スーパーバイザーの派遣コンサルテーション《6,500千円》 

・対応や支援方法について困っている保護者や事業所等からの相談助言を行う窓口を設置 

・施設や病院、学校、保護者等からの依頼に応じて、各分野の専門家（スーパーバイザー）を派遣し、ケース 

検討、対象像への対応、環境整備等に関する具体的助言などを実施 

２ 強度行動障害実態調査《1,204千円》（R5 R7実施）

 令和４年度実施の実態調査によって浮かび上がった課題について、より具体的な調査・ヒアリングを実施 



事
業
の
意
図
、
効
果
等 

【意図】 

・強度行動障害のある人の地域での自立に向けた理解促進 

・実際に強度行動障害の状態像を呈している人に対応できる人材の育成・体制づくり 

【効果】 

・強度行動障害のある人の特性理解とより適切な支援 

・強度行動障害のある人の受入可能事業所の増加とスーパーバイズの実施による県全体での支援の底上げ 

事
業
目
標

事業 生き活き指標、重要業績評価指標(KPI) 等 現状値 目標値 差 

1(2) スーパーバイザーの派遣コンサルテーション件数 0 50 50 

事
業
費
の
見
積
も
り 

区   分 R4 予算額 R5 予算額 R6 見込額 R7 見込額 R8 以降見込額 

事業費(単位：千円) 1,328 9,832 8,628 9,832 

財
源
内
訳 

国 庫 514 4,916 4,314 4,916 

起 債 0 0 0 0 

その他特定財源 514 514 514 514 

一 般 財 源 300 4,402 3,800 4,402 
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